
第 1 問 晒B点 3の

数

〔1〕 0 を原点とする座標平面において,点Pψ, q)を中心とする円 Cが,方

程式y ^

(全問必答)

゛ニ、
子・

^%で表される直線ぞに接しているとする。

( 1) 円Cの半径アを求めよう。

点Pを通り直線ιに垂直な直線の方程式は

Ⅱ

y

なので, Pからしに引いた垂線としの交点Qの座標は

(会([1ヨ"[1ヨリ,会([1Ξ"[1三り)
となる。

求める Cの半径アは, Pとしの距離PQに等しいので

(% つ)十 q

戸十1[^b[Ξ01
である。

(数学Ⅱ第1 問は次ページに続く。)

①

4 (2105-4)
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数学Ⅱ

円 Cが,%軸に接し,点R(2,2)を通る場合を考える。このとき,

> 0, q > 0 である。 Cの方程式を求めよう。

Cは%軸に接するので, Cの半径*はq に等しい。したがって,①によ

り,つ=1^qである。
Cは点R を通るので,求める Cの方程式は

←・1^y-・[1ay・[1ヨ

(b[11ay心・区ヨy・[1ヨ ③

または

区亘ヨ'[玉ヨと共。であることがわかる。ただし,

侶)方程式②の表す円の中心をS,方程式③の表す円の中心をTとおく

●,醸釘甑点0洲0,点0腺分釘*[1ヨす●。[1ヨ
に当てはまるものを,次の◎~⑤のうちからーつ選べ。

② 2:1に内分1:2に内分熊こ内分

⑤ 2:1に外分1:2に外分1に外分

(数学Ⅱ第1 問は次ページに続く。)

(2105-5)
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数学Ⅱ

〔幻自然数祝,%に対して,不等式

10g21?13 + 10g3 π2 亘 3

を考える。

祝= 2,11 = 1 のとき,10g21?13 + 10g3 π2 =[1^であり,
の値の組は④を満たす。

祝= 4,11 = 3 のとき,10g21?13 + 10g3112 =[1^であり,
の値の組は④を満たさない。

不等式④を満たす自然数抗,%の組の個数を調べよう。④は

10g2 "1 +

と変形できる。

%が自然数のとき,10g3%のとり得る最小の値は[1^であるから,⑤

厭0,奴池'[亙ヨでなければなら加。地池'[^捻

0,"*[王コ討心"*[三ヨ■ければ焔加。対ご,

区三'区ヨ."。

10g3π奎テ

④

この"1, π

こ d)?11,%

⑤

(数学Ⅱ第1 問は次ページに続く。)

(2105・-6)
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抗=[111^の場合,⑤は, 10g3 %至

[1^のとき,⑤を満たす自然数πのとり得^

碓●範那"'[1ヨで加。比が六,"*11111^●場合,④

を満たす自然数1?1,11の組の個数は[1^である。

同様にして,"1=[11^の場合,④を満たす自然数"1,πの組の個数

は[11三ヨである。

以上のことから,④を満たす自然数祝,"の組の個数は[1^であ

変形できる。よって,祝

る。

数学Ⅱ

となり,、、莟[1^と

7 (2105-フ)
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数学Ⅱ

第2問 価三点 3の

つを実数とし, f(%)=%3 一つ%とする。

山関数f(%)が極値をもつためのっの条件を求めよう。メ(%)の導関数は,

f'(%)=1^%1司一つである。したがって,メ(%)が%=αで極値をとるな

◆ば,1^0 -,・[1ヨが成吐0。*北,戸0吋後で●

f'(%)の符号の変化を考えることにより,つが条件[1^を満たす場合は,

f(%)は必ず極値をもっことがわかる。[11^に当てはまるものを,次の
◎~④のうちからーつ選べ。

◎つ=0 ①つ>0 ②つ塗0

(2)関数f(%)が%=^で極値をとるとする。また,曲線y =<%)を C とし,

吐.Nt バι)ルR共。

メ(%)が%=』しで極値をとることから,つ=[1^であり, f(%)は

戸1^施大値赴0,戸[王ヨ施沌◆酪。

③つく0

(数学Ⅱ第2問は次ページに続く。)
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数学Ⅱ

曲線Cの接線で,点A を通り傾きが0でないものをしとする。ぞの方程式

を求めよう。ぞと Cの接点の%座標を h とすると,しは点(h, f(h))における

Cの接線であるから,ぞの方程式はhを用いて

h)十<h)

と表すことができる。また,ぞは点A を通るから,方程式

"([1ヨ"・[1ヨル

[1三が・[ニヨ0'打*0

[ヨ,を得る。この方程式を解くと, h

0でないことから,しの方程式は

(2105-9)

である。

点Aを頂点とし,原点を通る放物線をDとする。ぞとDで囲まれた図形の

うち,不等式%宅0の表す領域に含まれる部分の面積Sを求めよう。 Dの方程

式は

y 巨三]" Ea
[Ξ"巨コ

"[Σヨー・[1^・

であるから,定積分を計算することにより, S

であるが,しの傾きが

ネノ

24
となる。

9



数学Ⅱ

第3問 価三点 2の

関数y = sin%- COS2%のグラフについて考えよう。ただし,

する。

① まず, y = sin%- COS2%> 0 となる%の範囲を求めよう。

三角関数の2倍角の公式を利用すれば

Sin%- COS2%=[11^] sin、%+ sin%ー[二1!1Σ1

([三・加・[1ヨ)←一1^)

, E刃[ヨ

である。よって,0 亘%室 2πにおいて, sin%- COS2%= 0 となる%の値は,

小さい順に,

[Ξ'1^'1^

*,""峨一郎加叱な都●範那,1^゛泌。1^゛●
当てはまるものを,次の◎~③のうちからーつ選べ。

0 奎%各 2πと

◎ 0 <%<

②

π,

[匝ヨ水太[巨ヨ
区玉ヨ"" E三

π

(2)次に, y = sin%- COS2%の最大値と最小値を求めよう。

①から

πであることがわかる。ま

①

①

である。

π

π

③

<%<

πく%< 2π

π

10

(数学Ⅱ第3問は次ページに続く。)
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数学Ⅱ

よって,②から,タ= si"%- COS2%は,%=[11Ξ1]において最大値

[1三赴0,戸1^,1Σ]'.加張沌

●がわ泌。た迦,1^,1^,1^ゆ゛W,当W論

ものを,次の◎~⑨のうちからーつずっ選べ。[1^と[1^は解答の順
序を問わない。

◎0

⑤π+α

%

π

3
^π一α

ここで,αは,0 くαく

(3)以上のことから,0 茎%茎 2πにおける関数y = sin%- COS2%のグラフの

2π

%

概形目施切桃加[ニヨ0泌比北泌。1^噛W論
ものを,次の◎~⑤のうちからーつ選べ。

をとるこ

(2105-1D

,

◎y

Sln a -

0

④ π一α

⑨ 2" 一α

を満たすものとする。

③y

2π

%

0

①y

0

2π

④y

%

2π

0

%

②y

0

2π

%

⑤ツ

2π

Ⅱ

0

十π
2③

α
3
2⑧ π

3
2
π

シ

①
⑥

②
⑦

π
2

π
2



数学Ⅱ

第4問 価三点 2の

C, d を実数とし,%についての 3次式円(%)を

P(%)=%3 +C%2 + d%+ 2

で定める。 P(%)は,四(- D = 0, P(2)<-2 を満たし,

対してはP(%)塗 0であるとする。

P(- D= 0 により

となり, P(%)はC を用いて

d=、十[1^

川・ー"Wく[圧ヨ・[Ξ)汁[ヨ}

巨コ

と因数分解される。①を用いて, P(2)<-2 をC について解くと

となる。

また,πを 3以上の自然数とするとき,不等式四(%)釜 0 をC について解くと

Cく

巨ヨ

3以上の自然数%に

となる。%竺 3 のとき,πの値が大きくなると,③の右辺の値は小さくなる。し

たがって,②と③により, Cのとり得る値の範囲は

区三

C
[三ヨ
π

となる。

、[11Ξ1]・、

①

区三

②

③

(数学Ⅱ第4問は次ページに続く。)

④
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数学Ⅱ

3 次関数y = P(%)のグラフを考えると, P(0)= 2 > 0 かつ P(2)< 0 である

から,方程式P(%)= 0 は0 と 2 の間に実数解αをもつ。αのとり得る値の範囲

を求めよう。

①により,このαは,2次方程式

の解である。この方程式の他の解をβとすると,解と係数の関係により,α十β

はCを用いて

ー(区三ヨ・[1Ξ)汁[1ヨ・0

と表される。したがって,④により

叶β・[亙ヨ・[Σヨ

[ヨ

が得られる。解と係数の関係により,αβ=[1^1であり,
るから,⑤は

巨回巨回

(2105-13)

くα十β全

と変形できる。この不等式をαについて解いて,

とり得る値の範囲は

E三
αくα2十テニ雲

であることがわかる。

Ea Ea・Ⅵt亘ゴ
S a く

区区

また,α> 0 であ

α

⑤

不

0 くαく 2 に注意すると,αの

13
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数学Ⅱ・数学B

問題

第 1 問

第2問

選択方法

第3問

必、

第4問

必、

答

第5問

いずれか2問を選択し,

解答しなさい。

答

第6問

15 (2105-15)



数学Ⅱ・数学B

第 1 問(必答問題)

旺〕 0 を原点とする座標平面において_点Pψ, q)を中心とする円Cが,方

(注)この科目には,選択問題があります。(15ページ参照。)

程式y=^%で表される直線ιに接しているとする。

価三点 3の

① 円Cの半径アを求めよう。

点Pを通り直線ιに垂直な直線の方程式は

y

なので, Pからしに引いた垂線としの交点Qの座標は

(会([1Ξ"[1三り,会・([1Ξ"[1三り)
となる。

求める Cの半径アは, Pとしの距離PQに等しいので

(%ーつ)+ q

戸11巨ヨb11^01
である。

(数学Ⅱ・数学B第1問は次ページに続く。)

①

16 (2105-16)
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数学Ⅱ・数学B

円 Cが,%軸に接し,点R化,2)を通る場合を考える。このとき,

> 0, q > 0 である。 Cの方程式を求めよう。

Cは%軸に接するので, Cの半径少はqに等しい。したがって,①によ

(2105-17)

り,つ=1^qである。
Cは点R を通るので,求める Cの方程式は

←111ay-・1^y・[1ヨ

←[ay-・[1三y・[1ヨ

または

[三ヨ'[巨ヨと共。であることがわかる。ただし,

③方程式②の表す円の中心をS,方程式③の表す円の中心をTとおく

●,直線釘腺点0施0,点0腺分釘◆1^す●。[1ヨ
に当てはまるものを,次の◎~⑤のうちからーつ選べ。

② 2:1に内分① 1:2に内分◎ 1:1に内分

⑤ 2:1に外分④ 1:2に外分③ 1:1に外分
(数学Ⅱ・数学B第1 問は次ページに続く。)
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数学Ⅱ・数学B

〔2〕自然数祝,%に対して,不等式

10g2 斧13 + 10g3 究2 茎 3

を考える。

抗= 2,π= 1 のとき,

の値の組は④を満たす。

抗= 4,11 = 3 のとき,10g2 "13 + 10g3 %2

の値の組は④を満たさない。

(2105-18)

10g21%3 + 10g3π2 =[1^であり,

[11Ξ1]であり,^

不等式④を満たす自然数抗,πの組の個数を調べよう。④は

10g21?1 十

と変形できる。

"が自然数のとき,10欧πのとり得る最小の値は[1^であるから,⑤

捻り,岫池'[1三でなければならな゛。姥御'E^獣

0,"*[王ヨ*加"*[三ヨ松ければ屈加。がル,

[1ヨ'1^."。

10g311三テ

④

こ d) 1?1,%

この斧1, 究

⑤

(数学Ⅱ・数学B第1問は次ページに続く。)

18
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祝=[1^の場合, ⑤は,10g3π茎

変形できる。よって,1π=[1^のとき,⑤を満たす自然数πのとり得

る値の範囲は"奎[1^である。したがって,柳=[1^の場合,④

を満たす自然数、、1,%の組の個数は区1亘1]である。

同様にして,抗=[1^の場合,④を満たす自然数抗,%の組の個数

は[11Ξ1]である。

以上のことから,④を満たす自然数"1,%の組の個数は[1^であ
る。

数学Ⅱ・数学B

となり,、、各[1Z^と

(2105-19)19
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数学Ⅱ・数学B

第 2 問(必答問題)(配点

つを実数とし, f(%)=%3 一つ%とする。

山 関数<%)が極値をもつためのっの条件を求めよう。<%)の導関数は,

したがって,<%)が%=αで極値をとるな

αの前後での

f(%)=1^%丘]ーつである。

◆ば,1^0団一0*[1ヨ雌竝0。*北J ^

f(、)の符号の変化を考えることにより,つが条件[11三Σ1を満たす場合は,

f(%)は必ず極値をもっことがわかる。[11三Σ}に当てはまるものを,次の
◎~④のうちからーつ選べ。

3の

④③つく0

(2)関数八%)が%=^で極値をとるとする。また,曲線y =ハ%)を Cとし,

吐.Nt,バt)ル北共。

ハ%)が%=^で極値をとることから,つ=[二三1コであり,/(%)は

炉[玉刃゛極大値赴り,"[三ヨ0極N配努。

◎つ=0 ①つ>0 ②つ茎0

(2105-2の

(数学Ⅱ・数学B第2問は次ページに続く。)
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数学Ⅱ・数学B

曲線Cの接線で,点Aを通り傾きが0でないものをぞとする。ぞの方程式

を求めよう。ぞと Cの接点の%座標を h とすると,しは点(b,/(h))における

Cの接線であるから,ぞの方程式はbを用いて

と表すことができる。また,しは点A を通るから,方程式

"([1ヨ0.・[1ヨル・0一御

を得る。この方程式を解くと,6

[三がー[1ヨが打*0

[ヨ,

0でないことから,しの方程式は

である。

点A を頂点とし,原点を通る放物線をDとする。しとPで囲まれた図形の

うち,不等式%至0の表す領域に含まれる部分の面積Sを求めよう。 Dの方程

式は

y %十

"[1^ゞ・[1ヨ・

であるから,定積分を計算することにより, S

であるが,しの傾きが

ネノ

24
となる。

21 (2105-2D
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数学Ⅱ・数学B

第 3 問(選択問題) 価三点 2の

数列{4.}の初項は6であり,

列である。

第3問~第6問は,いずれか2問を選択し,解答しなさい。

山の*1^,偽一[王ヨで泌。数列{0,}●一般項球駄う。仏,}

唯差数加第"鄭[1Ξ"[1三●都喝,数列{",}●一般郎

0,・[1Ξ"回、[1ヨ"[ニヨ ①

である。

②数列仏,Nよ,初項が^で,漸化式

{α,}の階差数列は初項が9,公差が4の等差数

を満たすとする。 h2

h π+ 1

までの和S,を求めよう。

①,②により,すべての自然数πに対して

α非+1

α 11
h,(π

が成り立つことがわかる。

h11+ 1

である。数列{h,}の一般項と初項から第π項

,

[玉ヨ・1^

2,3,

区三・[Ξ

(2105-22)

h,

②

(数学Ⅱ・数学B第3問は次ページに続く。)
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ここで

とするとき,③をC,と厶汁.を用いて変形すると,すべての自然数%に対し

て

.・([1Ξ"[1Ξ)0,

([1Ξ"[1Ξ)ー・([1回・[1ヨ).
が成り立つことがわかる。これにより

',・([1Ξ・1^>, ⑤

d,が成り立つことがわかる。とおくと,すべての自然数%に対して, d"1

.・1^●加◆,すべ⑩鹸数北対次,',*[1三●●。
したがって,④と⑤により,数列{h,.}の一般項は

区ヨ

E刃"ca

(2105-23)

数学Ⅱ・数学B

である。また

h,

([三三"11王ヨX11^・[1Ξ)

EaEa

が成り立つことを利用すると,数列仏,}の初項から第究項までの和S,は

④

h,

区玉ヨ"区三

23

区三・区巨ヨ

Ea・

であることがわかる。

S,



数学Ⅱ・数学B

第4問健択問鬮 価e点 2の

座標空間において,立方体OABC-DEFGの頂点を

0(0,0,0), A(3,0,の, B(3,3,0), C(0,3,の,

D(0,0,3), E(3,0,3), F(3,3,3), G(0,3,3)

とし, OD を 2:1 に内分する点を K, OA を 1:2 に内分する点をしとする。

BF上の点M, FG上の点NおよびK,しの4点は同一平面上にあり,四角形

KLMNは平行四辺形であるとする。

第3問~第6問は,いずれか2問を選択し,解答しなさい。

(2105-24)

①四角形KLMNの面積を求めよう。ベクトルLKを成分で表すと

讃・(巨ヨ,1^,111^)

となり,四角形KLMNが平行四辺形であることにより, LK=[1^であ

る。[1^1に当てはまるものを,次の◎~③のうちからーつ選べ。

◎

ここで, M(3,3, S), N (t,3,3)と表すと, LK =[11亙ヨである

[三三ヨ,'*1^●加,沌郡御・1^帥分共ので, S

ことがわかる。

ーーーー^ ーーーーーー、

また, LK と LM について

ーー・^

①

24

となるので,

②

ーーーー^

LK ・而・111ヨ,鬮・Ⅶta、,圃・n亙司、

■解肌脚師靴^0泌。

③

(数学Ⅱ・数学B第4問は次ページに続く。)
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数学Ⅱ・数学B

(2)四角形KLMNを含む平面をαとし,点0 を通り平面αと垂直に交わる直線
ーーーー+寸い

をし,0 としの交点を P とする。 1δF1と三角錐OLMNの体積を求めよう。
ーーーー^ ーーーー^ ーーーーーー、

Pψ, q,刃とおくと, OP は LK および LM と垂直であるから,

ーーーー^

OP ・ LK
ーーーー^

であることがわかる。 OPとPLが垂直であることによりア=

*区ヨ●焔吹,0*[1ヨ、,0
・^・

OP ・ LM
ーーーーー^

り, 16F1を求めると

EヨⅥ工Z〕"

25

E回

三角錐OLMNの体積は[1^である。

ーーーーー,.

である。 16'F1は三角形LMNを底面とする三角錐OLMNの高さであるから,

ーーー゛.

(2105-25)
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数学Ⅱ・数学B

第5 問(選択問題)(配点 20)

次の表は,あるクラスの生徒9人に対して行われた英語と数学のテスト(各20

点満点)の得点をまとめたものである。ただし,テストの得点は整数値である。

また,表の数値はすべて正確な値であり,四捨五入されていないものとする。

第3問~第6問は,いずれか2問を選択し,解答しなさい。

生徒1

生徒2

生徒3

生徒4

生徒5

生徒6

生徒7

生徒8

生徒9

英 数学

26

18

A

以下,小数の形で解答する場合,指定された桁数のーつ下の桁を四捨五入し,

解答せよ。途中で割り切れた場合,指定された桁まで◎にマークすること。

(数学Ⅱ・数学B第5問は次ページに続く。)

平均値
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分散

相関係数

16.0

H

B

15

15.0

0.500

10.00
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D
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数学Ⅱ・数学B

山生徒5の英語の得点Aは[1三三]点であり,9人の英語の得点の分散Bの値
゛1^.1^で泌。訟,叺●数学●得点●平均値が'.0点であ
ることと,英語と数学の得点の相関係数の値が0.500であることから,生徒6

の数学の得点Cと生徒7の数学の得点Dの関係式

圧ヨC十D ^

C-D=[1^
が得◆焔。比が六, W[三刃点,吠[Σ刃点で泌。

② 9人の英語と数学の得点の相関図(散布図)として適切なものは[1^1であ
る。[二王ヨに当てはまるものを,次の◎~③のうちからーつ選べ。

①◎

(点) 20

15

10

5

0
0

. .

.

5

(点) 20

15

10

英語

②

(点) 20

15 20

(点)

15

10

10

5

5

0
0

.

.

.

0
0

.

5

.

.

10

英語

5

(点) 20

10

英語

15

15

20

(点)

15

③

20

(点)

W

5

.

5 10 15 20

英語 (点)

(数学Ⅱ・数学B第5問は次ページに続く。)
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数学Ⅱ・数学B

③生徒10が転入したので,その生徒に対して同じテストを行った。次の表

は,はじめの9人の生徒に生徒10を加えた10人の得点をまとめたものであ

る。ただし,表の数値はすべて正確な値であり,四捨五入されていないものと

する。

生徒1

生徒2

生徒3

生徒4

生徒5

生徒6

生徒7

生徒8

生徒9

生徒10

英 数学

28

A

心.英卸得点.M値駄11^.1三1]点●0,●徒山数
学の得点Fはツ点である。

平均値

15

分散

(2105-28)

相関係数

N

E

18.00

15

F

14.0

0.750

18.00

(数学Ⅱ・数学B第5問は次ページに続く。)
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数学Ⅱ・数学B

④生徒10が転入した後で1人の生徒が転出した。残った9人の生徒につい

て,英卸得点●平均値はW人●平均値胴01^.1^点,数学●
得点の平均値は10人の平均値と同じ14.0点であった。転出したのは生徒

[1^である。また,英語にっいて,10人の得点の分散の値をυ,残った9
人の得点の分散の値をがとすると

ノ

[ヨ
が成り立つ。さらに,10人についての英語と数学の得点の相関係数の値をア,

残った9人についての英語と数学の得点の相関係数の値を〆とすると

②

@ CI・y

(2105-29)

が成り立っ。1^],1^1に当てはまるものを,次の◎~⑤のうちから
ーつずつ選べ。ただし,同じものを選んでもよい。
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数学Ⅱ・数学B

第 6 問(選択問題)

2以上の自然数Ⅳに対して,1からNまでの自然数の積

IV != 1 × 2 ×・- X Ⅳ^

の素因数分解を考える。

第3問~第6問は,いずれか2問を選択し,解答しなさい。

価三点 2の

(1) N = 6 のとき, N !の素因数分解は 6!

は,麺鄭を[1三個,和鄭を[1三個,邦鄭を咽も0。

② N!がもつ素因数2の個数を求める方法について考えよう。

まず,^の整数部分をUとおく。Ⅳ以下の自然数の中には, U個の偶数

2,4,・・,2Uがある。その他の奇数の積を Q とおくと, N!は次のよう

に表すことができる。

N != Q X 2 × 4 ×・-× 2U =@× 2財 X M !

したがって,Ⅳ!は少なくともM個の素因数2 をもつことがわかる。さら

に, U!がもつ素因数2の個数を求めるために, N!に対する手順をU!に対

して再び用いることができる。

つまり, N!がもつ素因数2の個数を求めるためには,Ⅳから^の整数部

分であるUを求め, Mを改めてNと考えて,同じ手順を用いて新しく Uを

求める,という手順の繰り返しをU く2 となるまで行えばよい。この手順の

繰り返しで求められたすべてのUの和が, N!がもつ素因数2の個数であ

る。

13
たとえば, N= 13 の場合には,

2

の手順を繰り返してUを求めた結果は,

表すと,次のようにまとめられる。

13→6→3→ 1

太字で表された6,3, 1が,この手順を繰り返して求められたUの値であ

る。それらの和 6 + 3 + 1 = 10 が,13!のもつ素因数2 の個数である。

(数学Ⅱ・数学B第6問は次ページに続く。)

回団

6.5 であるから, U= 6 となる。こ

ⅣからUを求める手順を矢印(→)で

30 (2105-3の
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数学Ⅱ・数学B

この手順にしたがって,2以上の自然数Nを入力して, N!がもつ素因数

2 の個数を出力する〔プログラム 1〕を作成した。ただし,1NT(X)はX を超えな

い最大の整数を表す関数である。

〔プログラム 1〕

100 INPUT PROMPT "N.":N

110 LET D.2

120 LET C.0

130 LET M.N

140 FOR J.1 TO N

150 LET M.1NT(WD)

160 LETI^
170 IF I^ THENGOT0190
180 NEXT J

190 PRINT "素因数";D ;"は";C;"個"

20O END

〔プログラム 1〕の[11Ξ]に当てはまるものを,次の◎~③のうちからーつ
選べ。

① C=M◎ C*C+1

[1^に当てはまるものを,

①M、D ②◎ M>=D

〔プログラム 1〕を実行し,変数 N に 101 を入力する。 170 行の「GOT0 190」が

実行されるときの変数Jの値は[1三ヨである。また,190行で出力される変
数Cの値は[三i王]である。

③ C*C+M+1② C.C+M

次の◎~④のうちからーつ選べ。

③MΦ④M氾Mく=D

(2105-3D

(数学Ⅱ・数学B第6問は次ページに続く。)
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数学Ⅱ・数学B

(3) N!がもつ素因数2の個数を求める方法は,他の素因数の個数についても

同様に適用できる。たとえば,Ⅳ!がもつ素因数5の個数を求める場合は,ま

ず,^の整数部分をUとおく。Ⅳ以下の自然数の中にはU個の5の倍数が

あるので, N!は少なくともU個の素因数5 をもつ。また,これらのU個の

5 の倍数を 5 で割った商は 1,2,・・・, Uである。 U!の中の素因数5 の個

数を求めるためには, UをNと考えて,同じ手順を繰り返せばよい。

したがって,Ⅳ!がもつ素因数5 の個数を求めるためには,〔プログラム 1〕

●1^行◆1^咳更すれば如。1^噛で捻砧畦,
次の◎~⑤のうちからーつ選べ。

INPUT

INPUT

PROMPT "N"":N

PROMPT "M.":M

LET D=5

変更した〔プログラム 1〕を実行することにより,2014!は素因数5 を

[1^個もっことがわかる。したがって,2014!がもっ素因数2の個数と

り続けると,1^回割れることがわかる。

素因数5 の個数について考えることにより,2014!を 10で割り切れる限り割

④ N以下のすべての素数が, N!の素因数として含まれる。その個数は,素数

2や素数5の場合と同様に求められる。Ⅳ以下のすべての素因数について,

N!がもつ素因数とその個数を順に出力するように,〔プログラム1〕を変更し

て〔プログラム2〕を作成した。行番号に下線が引かれた行は,変更または追加

された行である。

ただし,繰り返し処理「FOR K.A TO B~NEXT K」において, A がB より大きい

場合,この繰り返し処理は実行されず次の処理に進む。

(数学Ⅱ・数学B第6問は次ページに続く。)

INPUT PROMPT "C=":C

LET C*5

LET M=D

32 (2105-32)

①
③
⑤

◎
②
④



〔プログラム 2〕

100 INPUT PROMPT

110 FOR D.2 TO N

111 FOR K=2 TO D-1

(2105-33)

"[ニヨ脚[1Ξ
NEXT K

LET C.0

LET M=N

FOR J.1 TO N

LET M.1NT(WD)

数学Ⅱ・数学B

LETI^
IF [1^ THEN GOT0 190
NEXT J

PRINT "素因数";D;"は";C;"個"

NEXT D

END

〔プログラム 2〕の 111 行から 113行までの処理は, D が素数であるかどぅか

鯏定す証加、吠泌。1^,1^1噛で捻砧畦,知
◎~⑧のうちからーつずっ選べ。ただし,同じものを選んでもよい。

INT (D/K).1

D<>1NT Φ/K)*K

GOT0 180

〔プログラム幻を実行し,変数N に26を入力したとき,190行は[1^
峡行*焔。1^國うち,変数⑳値加ど謁加1^団あ
る。

INT (D/K)>1

GOT0 120

GOT0 190

D"1NT (D/K)*K

GOT0 130

GOT0 191

認

N=N

②
⑤
⑧

①
④
⑦

@
③
⑥

2
3
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
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